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1. 環境をめぐる視点  
<特集> プラスチックの資源循環を巡る現況 
 
京都大学環境科学センター  矢野 順也、平井 康宏、酒井 伸一




















ンから 2017年には 3億 4800万トンへと 20倍以上
に増加しており、図 1に示したとおり、ここ 10年間
でも約 35%増加している1,2)。今後 20 年でさらに倍
増する見込みである。地域別にはアジアが世界の生
産量の 50.1%（中国 29.4%）を占め、次いでヨーロ









図 1 世界のプラスチック生産量の推移 1) 
 
容器包装をはじめとするプラスチックが抱える問
題について、著名な Ellen MacArthur Foundation
























































































図 2 国・地域別のプラスチック製容器包装発生量（2014年）4) 
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表 1 海洋プラスチックに関する国際動向 16,17) 
年月 会議・会合名称 概要 
2015年 6月 G7エルマウサミット  海洋ごみが世界的な問題であることを認識し、「海洋ご
み問題に対するための G7行動計画」を策定 
2015年 9月 持続可能な開発目標（SDGs）  「海洋と海洋資源の保全・持続可能な利用」（Goal 14）




2016年 5月 G7伊勢志摩サミット  資源効率および 3Rに関する取組が、海洋ごみ、特にプ
ラスチックの発生抑制に寄与することも認識しつつ、海
洋ごみに対処することを首脳宣言で再確認。 





2017年 5月 G7ボローニャ環境大臣会合  プラスチックの海洋流出を回避することなどを含む「ボ
ローニャ・5カ年ロードマップ」を採択。 





2017年 12月 国連環境総会（UNEA3）  「海洋プラスチックごみおよびマイクロプラスチック」
に関する決議を採択。 










 (2) 国際的な政策展開 
京都議定書に代わる 2020 年以降の温室効果ガス
削減のための新たな国際的枠組みとして、パリ協定

















（SDGs: sustainable development goals）を核とす
る持続可能な開発のための 2030アジェンダが 2015
年 9 月の国連サミットで採択された15)。SDGs では













































して、EU プラスチック戦略（The New Plastics 
Economy）を2018年に公表した 2,19)。この戦略では、











































































食品容器 ○    ○  ○ 
飲料の蓋 ○    ○  ○ 
綿棒  ○      
カトラリー・皿・ 
マドラー・ストロー 
 ○      
風船の棒  ○      
風船    ○ ○  ○ 
箱・包装     ○  ○ 
飲料用容器・蓋   ○  ○  ○ 
飲料用ボトル   ○  ○ ○ ○ 
フィルター付たばこ     ○  ○ 
ウェットティッシュ    ○ ○  ○ 
生理用品    ○   ○ 
軽量プラスチック袋     ○  ○ 
漁具     ○  ○ 














容器等のプラスチックを 2025 年までに 90%リサイ
クルすることなどを方針としている。これらにより、





























































の様々な社会情勢を踏まえ、2019 年 6 月の G20 大
阪サミットに向けて策定が進められている。同戦略
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表 1 京都市による廃棄物に関する立入調査の状況 1) 
立入調査実施日 調査場所 
平成 28年 10月 18,19日 北部構内、本部構内、西
部構内 
平成 29年 7月 20日 医学部構内、病院西構内、
北部構内 
平成 29年 9月 4日 病院東構内 
平成 29年 10月 18,19日 吉田南構内、病院西構内、
病院東構内 
平成 30年 4月 26日 病院西構内、医学部構内、
本部構内、北部構内 
平成 30年 5月 22日 病院東構内 
平成 30年 9月 10日 桂構内 
平成 30 年 11 月 21, 22, 
28日 
本部構内 
平成 30年 11月 29日 北部構内 










































































類）は 4,107 t（117 kg/人）、実験系の廃棄物排出量





























   
図 1 廃棄物処理法上の廃棄物分類と京都大学から排出される廃棄物 
 
(a) 生活系廃棄物 (b) 実験系廃棄物 





























































































































































































5月 9日（30施環企第 10号）1)ならびに 11月 19日
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